中野市認定地域クラブ　規約作成例
　　　○○○クラブ　規約

第１条　（目的）
当クラブは、生徒が○○○の活動に参加することを通し、主体性や個性の伸長を図ることを目的と　　して設立する。国が定めたガイドライン並びに「長野県中学生期のスポーツ・文化芸術活動指針」に沿った活動時間とし、適切に休養日を設定する。

第２条　（名称）
　　当クラブは、「○○○○」と称する。

第３条　（クラブ員）
　　当クラブは、○○○（種目名等）を希望する、市内（及び北信圏域内）の中学生及びその保護者、指導者等で構成する。

第４条　（組織）
　　当クラブには、保護者と指導者等の中から次の役員を選任する。
　　・代表者　・・・クラブを代表する責任者として１名　
　　・指導者　・・・技術指導、練習計画の作成等、活動の全体指導者として○～○名
　　・会計　　・・・会費の徴収や指導料・大会参加費の支払い等の会計業務者として○名
　・監事　　・・・活動を監督し、会計監査する者として１～２名

第５条　（総会）
　　通常、年１回総会を開催する。総会の内容、総会の成立、議題の承認等は以下の通りとする。
　　・総会では、役員の選任、活動報告及び会計報告、活動計画及び予算案を承認・決定する。
　・総会は、クラブ員の３分の２をもって成立する。
　　・提案された議題は、出席者の過半数の賛成をもって承認とする。
・総会の開催日時、場所、その他の議題等は役員会において決定する。

第６条　（会費）
　　当クラブの会費は、生徒一人月○○○円（年○○○円）とし、月初めの活動日に会計が徴収する。
　・大会の参加・遠征費、備品購入費等が必要な時は別途徴収する。

第７条　（傷害保険）
当クラブの活動に携わる全員がスポーツ安全保険に加入する。保険料は別途徴収する。

第８条　（研修）
クラブの代表者・指導者（コーチ・監督含む）は、年間最低１回は市や競技団体等が主催する指導　
者研修や救急法研修を受講し、暴力・暴言やハラスメントの防止、事故防止、救命救急等に対する知　
識・理解を高める。

第９条　（学校との連携）
　　当クラブは、クラブ員が在籍する中学校と定期的に情報のやり取りを行う。
　　・在籍するクラブ員名簿、クラブ員の活動状況、クラブの活動報告等を学校へ提供する。
　　・小学生を含めた児童・生徒及び保護者への地域クラブの紹介資料を学校へ提供する。

第10条　（その他）
　　本規約に記載されていないことについては、クラブ代表者が総会に諮って決定する。

[bookmark: _GoBack]　【附則】本規約は、令和○年○月○日より施行する。
